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人･情報の整備に関わる導入シナリオとロードマップ
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人･情報の整備に関わる技術課題
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人･情報の整備に関わる技術マップ

産／学

新水化学技術の確立・適用性に関する研究では、適用によるプラントへの効果・影響を多方
面から検討・検証することが要求される。このため、各機関（ユーティリティー、研究機関、大
学等）が共同して研究に取り組み、各立場から意見することにより、正確で、適用効果があ
る新化学技術の確立を目指す。

１０－６

BWR・PWR 共同プロジェク

トの実施

産／官／学

化学管理や化学技術の実機適用の内容は、各国・各発電所の事情により若干は異なるも
のの、プラントの運転経験・化学管理の目的は概ね同じである。

このため、国際的な協力体制を強化して、他国と情報交換を積極的に行い、多くの海外を含
めたプラント経験や関連情報や考え方を知ることにより、国内プラントにおける不具合を未
然に防ぐための対策検討、新技術の適用に役立てる。また、アジア各国を含む他国に情報
を発信することにより、世界の原子力発電所の安定運転に貢献する。

１０－５

国際的な情報交換体制の整
備

産
プラントの化学管理に関する教育プログラムを作成し、化学管理者の育成、技術伝承に資
する。また、資格認定制度も取り入れ、社会に対する化学管理の透明性を示す。１０－４

人材育成方策の検討

産／官

国内外の化学管理に関するプラント運転管理情報、化学管理に関わる情報，化学基盤情報
を整備する。これにより、プラント運転における化学事象にかかわる予防保全、産業界での
技術開発の方向性の合理的な策定、標準類の根拠の明確化と透明性に資する。

１０－３

水化学に関する技術情報の
整備 (対象：PWR・BWR共
通)

産／学

軽水炉発電に必要な水化学管理は、プラント運転経験や技術の進歩を反映してプラント健
全性維持のためさまざまな改良が加えられてきた。

また、新たな研究開発技術、次世代発電所など今後の多様化していく水化学管理に対し、プ
ランと材料・経年化対応も含めたこれまでの知識・経験を次世代に適切に継承し、世界的に
も高い水準にあるわが国の水化学管理技術を維持するため技術継承資料の作成を目指す。

１０－２

水化学管理に関わる手引書
の整備 (対象：PWR・BWR
共通)

産／官

JEAC4111「原子力発電所における安全のための品質保証規定」が制定され、炉規則第７

条「記録」では「品質保証計画に関しての文書及び品質保証計画に従った計画、実施、評価
及び改善状況の記録」が要求されている。更に、発電所の運転管理等に対する公開性・公
平性・説明責任の要求に答える必要がある。そのため，運転管理の一環である化学管理内
容を公平・公正・公開を旨とした学協会の場で民間規格化・基準化する。これにより，健全性
の確保，設備運用の最適化，被ばく低減を効果的・効率的に推進する。

１０－１

PWR・BWR 化学管理に関

する民間規格・基準化の整備

役割分担概 要課題番号課 題


